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 早いもので、もう３月です。また別れと出会いの季節となりました。卒業する児童生徒の姿に、多くの感慨や熱

い思いを抱いておられることと思います。また、今年度は、中国大会開催年ということで、会員の先生方には大変

お世話になり、感謝の一言です。この１年間、ありがとうございました。そして、来年度も何とぞよろしくお願い

致します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「顧みれば３８年間！たくさんの人との出会いに感謝！」 

周防大島町立安下庄中学校 養護教諭 福田須奈恵 

柔道部の生徒が、「先生、大変大変。鎖骨やられたみたい。早く来て。」と新採1ヶ月目の私を呼びに来ました。

内心ドキドキしながら道場へ。うずくまって苦悶顔貌の姿に、「うわーどうしよう。」と震える手。良肢位をとら

せて、三角巾で固定しつつ顧問の先生と病院へ行ったのが最初の大きなけがでした。それからも、危機一発や入

院するケガ等も何度か経験し、病気や事故で未来が閉ざされた 5 人の生徒の葬儀に参列した時は、「命と向き合

う養護教諭って、とてもしんどいな。」と思うこともありました。 

反面、健康課題解決のために、保体委員会で、わいわい言いながら実験をしたり、大人に学ぶサポート事業や

地域の方々とのふれあいを通して学ぶ機会を多く持ちました。事前事後に費やす時間は、ハードな時もありまし

たが、生徒共々とても楽しくかつ貴重な体験ができました。学んだことから職業選択に繋がった生徒もいました

し、全校生徒や家庭へと色々発信することができました。 

思い出が走馬燈のようによぎるこの頃、先生方にも恵まれ、「ＳＯＳ」で 

すぐ助けて頂いたり、毎朝の新聞占いから和みタイムへ、夕方のおやつで 

元気にと、笑いあふれる職員室で毎日を過ごしています。 

陰でいつも支えてくれた主人の存在や多くの方々に助けられたお陰で 

「今がある！」と改めて感謝の気持ちでいっぱいです。 

今後は、先生方から頂いたニューテニスラケットで、主人と組むダブルス 

の試合が華麗にプレイできる姿を夢見て練習したり、好きなガーデニングや 

友人とのお茶会などスローライフを楽しみたいと思っています。 

います。  

                              

                  

 

「新採１年目を終えて」                  

         下関市立豊田中学校  養護教諭 清水 侑子 

「新採」と言われると、私は少しむずむずしてしまいます。           ←聖火台 

合格の報告をしたとき「清水先生の歴史的瞬間に立ち会えてうれしい」 

と言われ、その表現・・・ちょっと恥ずかしいと思いながらも、大変 

嬉しかったのを覚えています。泣いてくれた人もいました。やっと、 

やっと良いご報告ができてホッとしました。いつも心配し、応援して 

くださる方々の支えがあったからこそ、心が折れることなく続けてこ 

られました。本当に、感謝してもし尽くせない思いです。                  ～体育祭にて～ 

そのようなわけで、フレッシュさはありませんが、１からきちんとやっていかなければという新たな気持ちで

春を迎えました。中学校は教育実習以来でしたが、実は一番やってみたかった校種でもあります。子どもの頃に

唯一、保健室で休ませてもらったことがあるのが中学校でした。そして今、目の前の生徒たちは思春期真っ只中。

まだまだ甘えたい気持ちがあるのに、ツンとする。繊細で傷つきやすいのに、たくましい姿をみせる時もありま

す。その変化に振り回されそうになるときもありますが、生徒自身も必死にもがいているのだろうと感じ、応援

したくなります。   

この１年はとても早く日々が過ぎ、思うようにいかないことも多かったです。２年目は、素敵な先生方と頼も

しい同期と共に、学び合い教えていただきながらパワーアップしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

宇部西高等学校 養護教諭 石川 めぐみ 

研修委員も初めてなら、委員長も研究調査も初めてづくしの１年間でした。無事にアンケート調査・集計・

考察まで実施できたのも、役員の先生方、理事の先生方、会員の先生方等、多くの方々のおかげと感謝の気持

ちでいっぱいです。ご多用の中、アンケート調査にご協力くださった会員そして理事の先生方、研究計画を立

て準備を整えられた前年度研修委員の先生方、改めまして、これまでいただいたご支援に心よりお礼申し上げ

ます。ありがとうございました。 

私にとって、研究内容について研修委員６人で根拠や仮説を踏まえながら、悩み苦しみ、笑い、時には夜遅

くまで考えた日々は、懐かしくもありしかし貴重な経験となりました。さらに偶然か運命か、研修委員である

鮎川先生、井村先生、江本先生、大塚先生、河﨑先生と出会えたことは大きな喜びです。それぞれの先生方の

お人柄や素晴らしいスキルはここでは割愛いたしますが、楽しく笑いの絶えない素敵な先生方です。チームワ

ークも抜群で、何度も何度も助けられました。そして話し合いを幾度も重ねる中で、先生方から子どもたちを

見つめる視点、連携の視点等たくさんのことを学びました。これは、私の今後の養護教諭人生の財産になると

思っています。 

 まだまだ勢いだけの私ですが、今年度の経験を活かし「企画力！」「実践力！」「調整力！」を高めることが

できるよう、多くの方々とのつながりを大切に、生徒とともに歩んでいきたいと思います。研修委員として出

会いと学びの充実した１年間を過ごすことができ、支えてくださった全ての方々に感謝いたします。お世話に

なりました。 

 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩国市立本郷小学校  江口 覚美 

２年間という短い期間でしたが、どんな質問にも優しく答えてくださった神村校長先生をはじめ、てきぱきと

計画を立て私たちをひっぱってくださった役員の先生方、集まると笑いの絶えない編集委員の先生方と一緒に仕

事ができたこと、とても幸せに思います。ホームページをたくさんの会員の皆様に見て頂きたい！そんな希望を

もって取り組んできました。保健室訪問、研修会の写真掲載、メッセージの依頼・・・その都度、たくさんの方々

にご協力いただき感謝しています。ありがとうございました。 

                                

 

 

 

 

防府商工高等学校  住吉 直子 

２年間ＨＰ編集委員を務めさせていただきました。ＨＰの作り方はもちろんPCの技術も未熟な私でしたが、

神村校長先生や養護教諭会の役員の先生方、編集委員の先生方の支えもあり、ドキドキわくわく、楽しく幸せに

２年間過ごすことができました。任期中を振り返ると、会員の先生方から「HP 見ちょるよ～！」と声をかけて

いただくことがとても多かったように感じます。そのことが何よりの喜びとなり、さらなる発展への意欲へと繋

がっていきました。また、保健室訪問も昨年度より開始され、養護教諭としての経験が浅い私にとっては自分自

身の学びにもなりました。先生方には多方面で御協力いただき、本当に感謝しています。２年間ありがとうござ

いました。 

２年間という短い期間でしたが、どんな質問にも優しく答えてくださった神村校長先生をはじめ、てきぱきと

計画を立て私たちをひっぱってくださった役員の先生方、集まると笑いの絶えない編集委員の先生方と一緒に仕

事ができたこと、とても幸せに思います。ホームページをたくさんの会員の皆様に見て頂きたい！そんな希望を

もって取り組んできました。保健室訪問、研修会の写真掲載、メッセージの依頼・・・その都度、たくさんの方々

にご協力いただき感謝しています。ありがとうございました。 

                                

 

 

  

 
 

 

 

◆山口県学校保健連合会表彰 学校保健功労者◆ 

      山口高等学校徳佐分校 中野 玲子 先生 

 

 

★山口県学校保健連合会 

学校保健功労者表彰表彰★ 

おめでとうございます 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成 28年 2月 19日（金）   場所：メルパルク東京 

 

特別講演 「ハードルを越える―自己実現のための一歩として―」 

        一般社団法人アスリートソサエティ 代表理事 為末 大 

        自己の経験を踏まえ「①自分でコーチをする、②失敗を乗り越える、③人生を捉え直す」を

柱に、「思い込みを自覚し当事者として生きること」や「失敗の後どう生きるかで失敗したこと

は変わらないが失敗の意味が変わる」、「自分の軸は何なのか、自分は何にこだわり何にこだわ

らないのか」など、自分の中で整理すること、つまり「簡素にする」ことの大切さなどを話さ

れた。著書に「諦める力」等がある。 

 

基調講演 「学校保健安全法施行規則の一部改正について」―児童生徒等の健康診断― 

         文部科学省初等中等教育局 健康教育・食育課 健康教育調査官 岩崎 信子 

健康診断改正の概要及び変更点のポイントを説明された。（文部科学省からの平成 26年４月

30 日付及び平成 27 年 9 月 24 日付文書参照）健康診断実施に当たっては、学校医と十分に相

談をしてほしい。 

四肢の状態：保健調査票及び学校での健康観察等の情報を整理し、学校医へ提供する。 

成長曲線：健康状態を把握する上で積極的に活用すること。子どもの健康管理プログラム

の活用。等 

効果的な健康診断の実施は養護教諭の取組と校内の連携が重要になる。来年度の健康診断が

スムーズに実施され、子どもが心身ともに健やかに育つことを願っていると締めくくられた。 

 

フォーラム 「養護教諭の専門性を発揮した実践とは」 

   コーディネーター：埼玉大学教育学部 教授 戸部 秀之 

シンポジスト： 

〈保健管理〉  福島県立大笹生養護学校 小西 真希子 （高等学校勤務時の事例） 

    夏の授業中に熱中症のような症状の生徒が続けて来室したことから、1 日 3 回気温と湿度を保健委員

が計測（6月~9月、各階調査）し変動を観察。管理職に結果報告し、学校保健委員会でも協議された。

計画と実施、結果把握だけでなく、課題を考え、解決にどう生かすか、その重要性を強く感じた。 

 

〈危機管理〉  神戸市立なぎさ小学校 片寄 理絵 

    重い食物アレルギー児童の「給食対応」、「校内研修」、「宿泊行事での対応」の具体的な紹介があった。

アナフィラキシ―の緊急対応は、PDCA サイクルで計画的・継続的に取り組まれていた。「協働」の大

切さを痛感されており、教職員や給食に携わる方々はもとより、周囲の児童も食物アレルギーについて

理解し一緒に行動していくことも連携の一つであると気付かされたと紹介された。 

 

〈健康相談〉  埼玉県立草加かがやき特別支援学校草加分校 熊木 美香 

    てんかん発作を繰り返す生徒に学校全体で組織的に対応した実践が紹介された。学校医が行う健康相

談と学部で対応を統一し、具体的な成長を確認する共同作業を継続、支援されたところ、生活リズムの

改善や服薬の自己管理につながった。養護教諭が課題を的確にとらえ発信した結果、当該学部職員の意

識や保護者の意識が変わったと感じられたとあり、とても興味深いところであった。 

 

〈保健室登校〉 三重県松阪市立西中学校 山川 永子 

厳しい家庭環境を背景に生活習慣の乱れやゲーム依存等、多くの課題を抱えた生徒が不登校や保健室

登校をする中、登校できないまま卒業したが卒後は叔父の工場で働いている事例だった。校内ケース会

議で、個別教育支援計画（「長期目標」、「短期目標」、「目標達成のための具体的な支援」等）を検討。支

援の中心にその生徒を据えて、専門機関を含め関係者が同じ目標に向かい役割分担し、支援された。支

援の幅を広げ「重層化」することに連携の意味があると言われたことに深く共感した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


